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上
富
田
町
で
は
、
一
般
事
務

補
助
、
資
格
免
許
職
等
の
会
計

年
度
任
用
職
員
と
し
て
勤
務
し

て
い
た
だ
け
る
方
を
登
録
制
度

に
よ
り
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
会
計
年
度
任
用
職
員
と
は
、

業
務
繁
忙
期
や
職
員
に
欠
員
が

生
じ
た
と
き
な
ど
に
、
職
員
の

補
助
と
し
て
一
会
計
年
度
（
４

月
１
日
か
ら
翌
年
３
月
31
日
ま

で
）
の
範
囲
内
を
任
期
と
し
て

任
用
さ
れ
る
非
常
勤
の
公
務
員

で
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
働
き
た
い
期

間
や
職
種
な
ど
を
あ
ら
か
じ
め

登
録
し
て
い
た
だ
き
、
必
要
に

応
じ
て
条
件
に
合
う
方
を
登
録

さ
れ
た
方
の
中
か
ら
選
考
し
、

審
査
後
採
用
す
る
も
の
で
す
。

　
た
だ
し
、
登
録
期
間
中
に
必

ず
任
用
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

　
登
録
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、

上
富
田
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
左
記
の
問
い

合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

問 

総
務
課
庶
務
・
危
機
管
理
班

（
⑪
番
窓
口
）

☎
３
３
‐
７
０
９
２

　
令
和
６
年
度
に
実
施
し
た
、

定
額
減
税
し
き
れ
な
い
と
見
込

ま
れ
る
方
へ
の
給
付
（
当
初
調

整
給
付
）
の
支
給
額
に
不
足
が

生
じ
た
方
等
に
給
付
を
行
い
ま

す
。

対 

次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
に
該

当
す
る
方

・
令
和
６
年
分
所
得
税
お
よ
び

定
額
減
税
の
実
績
額
等
が
確

定
し
た
の
ち
に
、
本
来
給
付

す
べ
き
額
と
、
当
初
調
整
給

付
額
と
の
間
で
差
額
が
生
じ

た
方

・
本
人
お
よ
び
扶
養
親
族
等
と

し
て
定
額
減
税
対
象
外
で
あ

り
、
か
つ
低
所
得
世
帯
向
け

給
付
の
対
象
世
帯
の
世
帯
主
・

世
帯
員
に
該
当
し
な
か
っ
た

方
時 

対
象
者
に
対
し
、
８
月
中
旬

以
降
に
案
内
文
書
を
発
送
し
ま

す
。

問 

税
務
課
　
課
税
班（

⑥
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
１

　
町
で
は
、
地
域
防
災
の
担
い

手
の
育
成
を
促
進
し
、
地
域
防

災
力
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
防
災
士
の
資
格
を
取
得

さ
れ
た
方
に
対
し
て
補
助
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

対 

上
富
田
町
内
に
住
所
を
有
す

る
方
で
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該

当
す
る
方

・
講
座
を
受
講
す
る
方
で
、
防

災
士
の
資
格
を
取
得
し
よ
う

と
す
る
方

・
資
格
取
得
後
に
地
域
の
自
主

防
災
組
織
等
の
中
で
、
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
意
思

が
あ
る
方

・
防
災
士
の
資
格
取
得
に
関
し

て
、
他
の
助
成
制
度
を
受
け

て
い
な
い
方
ま
た
は
受
け
る

予
定
の
な
い
方

・
町
税
等
の
滞
納
が
な
い
方

内 

防
災
士
の
資
格
を
取
得
す
る

た
め
に
要
し
た
次
に
掲
げ
る
経

費
を
補
助
対
象
と
し
ま
す
。

・
講
座
の
教
本
代
金

・
防
災
士
資
格
取
得
試
験
受
験

料
・
防
災
士
認
証
登
録
料

※
防
災
士
の
資
格
を
取
得
す
る

に
は
、
和
歌
山
県
が
実
施
す

る
下
記
の
講
座
を
受
講
し
、

試
験
に
合
格
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

場 

和
歌
山
県
勤
労
福
祉
会
館
プ

ラ
ザ
ホ
ー
プ

（
和
歌
山
市
北
出
島
１
丁
目
５
―

47
）

時 

10
月
5
日
㊐
講
義

　 

10
月
26
日
㊐
講
義

　 

11
月
30
日
㊐
講
義
試
験

　 

12
月
21
日
㊐
予
備
日

申 

和
歌
山
県
電
子
申
請
サ
ー
ビ

ス
で
の
申
請
も
し
く
は
受
講
申

込
書
を
和
歌
山
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い

た
だ
き
、
必
要
事
項
を
記
載
の

上
、
和
歌
山
県
防
災
企
画
課
へ

フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
郵
送
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

講
座
申
込
期
間 

８
月
12
日
㊋
～

８
月
22
日
㊎

問 
総
務
課
　
庶
務
・
危
機
管
理

班
（
⑪
番
窓
口
）

☎ 

４
７
‐
０
５
５
０

上
富
田
町
会
計
年
度
任
用
職
員

登
録
制
度
の
ご
案
内

定
額
減
税
補
足
給
付
金
（
不

足
額
給
付
）
の
お
知
ら
せ

防
災
士
育
成
事
業
補
助
金

‐
お
知
ら
せ
‐
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20
歳
未
満
で
身
体
や
知
的
ま

た
は
精
神
に
中
程
度
以
上
の
障

害
も
し
く
は
長
期
に
わ
た
る
安

静
を
必
要
と
す
る
病
状
に
あ
る

児
童
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
手

当
は
児
童
を
監
護
し
て
い
る
父

も
し
く
は
母
ま
た
は
父
母
に
代

わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
て
い
る

方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
受
給
者
や
配
偶
者
ま
た
は
扶

養
義
務
者
の
前
年
の
所
得
に

よ
っ
て
は
、
そ
の
年
度
（
８
月

か
ら
翌
年
７
月
ま
で
）
の
手
当

の
支
給
が
停
止
に
な
り
ま
す
。

支
給
月
額
（
児
童
１
人
に
つ
き
）

問 

福
祉
課
（
④
番
、
⑤
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
３

ま
す
の
で
、
指
定
の
期
間
内
に

必
要
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　
児
童
扶
養
手
当
を
継
続
し
て

５
年
以
上
受
給
し
て
い
る
方
は
、

規
定
に
よ
り
手
当
が
半
額
に
減

額
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
の

事
由
の
届
出
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
減
額
の
適
用
を
除
外
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
就
労
や
求
職
活
動
等
の
自
立

を
図
る
た
め
の
活
動
を
行
っ

て
い
る

●
受
給
者
本
人
や
監
護
す
る
児

童
ま
た
は
親
族
に
疾
病
や
障

害
等
が
あ
る
た
め
に
自
立
を

図
る
た
め
の
活
動
が
困
難
で

あ
る

　
届
出
が
必
要
な
方
に
は
、
６

月
下
旬
に
案
内
を
送
付
し
て
い

現況届・所得状況届・更新申請は忘れずに！
　児童扶養手当・特別児童扶養手当およびひとり親家庭医療費助成の認定を受けている方は、継続し
て受給資格があることを確認するため、毎年届を提出することになっています。提出がないと、11 月
以降（特別児童扶養手当は８月以降）の手当および医療費助成を受給できなくなります。下記の期間
中に必ず手続きをお願いします。
　なお、いずれの制度も所得制限を設けているため、前年の所得によっては支給を停止する場合があ
りますので、あらかじめご了承ください。

児 童 扶 養 手 当（現況届）　　　 ： ８月　１日㊎ ～ ８月２９日㊎
特別児童扶養手当（所得状況届）　 ： ８月１２日㊋ ～ ９月１１日㊍
ひとり親家庭医療費（更新申請書）　： ８月　１日㊎ ～ ８月２９日㊎
■ 提出先：　上富田町役場　福祉課　（④番、⑤番窓口）

　
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
生
活
の

安
定
と
児
童
の
健
全
育
成
、
福

祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

　
次
の
い
ず
れ
か
の
条
件
に
あ

て
は
ま
る
児
童
を
監
護
し
て
い

る
母
も
し
く
は
父
ま
た
は
父
母

に
代
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育

し
て
い
る
養
育
者
が
受
給
者
と

な
り
受
給
で
き
ま
す
。

●
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た

●
父
ま
た
は
母
が
次
の
い
ず
れ

　
か
に
該
当

・
死
亡
し
た

・
一
定
の
障
害
が
あ
る

・
生
死
が
明
ら
か
で
な
い

・
引
き
続
き
１
年
以
上
遺
棄

し
て
い
る

・
引
き
続
き
１
年
以
上
拘
禁

さ
れ
て
い
る

●
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐

胎
し
た
児
童
、
遺
児

●
配
偶
者
か
ら
の
暴
力(

Ｄ
Ｖ)

に
よ
り
、
父
ま
た
は
母
が
裁

判
所
か
ら
Ｄ
Ｖ
保
護
命
令
を

受
け
た
児
童
等

　
受
給
者
お
よ
び
同
居
の
扶
養

義
務
者
（
祖
父
母
等
）
の
前
年

の
所
得
に
よ
っ
て
は
、
そ
の
年

度
（
11
月
か
ら
翌
年
10
月
ま
で
）

の
手
当
の
一
部
ま
た
は
全
部
が

支
給
停
止
に
な
り
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童

扶
養
手
当
　
‐
お
知
ら
せ
‐

一
部
支
給
停
止
適
用
除
外

事
由
届
出
書
‐
お
知
ら
せ
‐

児童数 全部支給 一部支給（所得に応じて）

第１子 46,690円 46,680円～11,010円

第2子
児童 1 人の手当額に所得に応じて加算

11,030円 11,020円～5,520円

１
級

５
６
，８
０
０
円

２
級

３
７
，８
３
０
円

支給月額（令和７年度）

児
童
扶
養
手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当
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時 

11
月
23
日
（
㊐
・
㊗
）

場 

和
歌
山
市
あ
い
あ
い
セ
ン

タ
ー
福
祉
交
流
館

（
和
歌
山
市
小
人
町
29
番
地
）

（
11
月
３
日
（
㊊
・
㊗
）
同
会
場

に
て
希
望
者
に
受
験
講
習
を
実

施
）

申
込
書
配
布
期
間 

　
８
月
６
日 

㊌

　
　
　
　
～
９
月
５
日 
㊎
　

申
込
書
提
出
期
間 

　
８
月
６
日 

㊌～
９
月
５
日 

㊎
　

‐
当
日
消
印
有
効
‐

※
申
込
は
郵
送
（
特
定
記
録
郵

便
）
に
よ
り
和
歌
山
県
下
水

道
協
会
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

申
込
書
配
布 

　
役
場
上
下
水
道
課

　
和
歌
山
県
下
水
道
協
会

※
申
込
書
は
県
庁
下
水
道
課
、

県
下
水
道
公
社
お
よ
び
各
振

興
局
で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。

問 

上
下
水
道
課
　
工
務
班

（
⑬
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
５

和
歌
山
県
下
水
道
協
会

☎
０
７
３
‐
４
３
５
‐
１
０
９
３

　
和
歌
山
県
事
業
承
継
・
引
継

ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
国
が
設

置
す
る
公
的
な
相
談
窓
口
で
す
。

事
業
の
円
滑
な
バ
ト
ン
タ
ッ
チ

を
サ
ポ
ー
ト
し
、
ス
ム
ー
ズ
な

承
継
を
支
援
し
ま
す
。

　「
後
継
者
が
い
な
い
」「
誰
か

に
引
き
継
い
で
も
ら
い
た
い
」

「
従
業
員
に
会
社
を
任
せ
た
い
」

「
新
分
野
に
進
出
し
た
い
」「
子

ど
も
が
後
を
継
ぐ
場
合
の
手
続

き
は
？
」
な
ど
の
ご
相
談
が
あ

れ
ば
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

問 

和
歌
山
県
事
業
承
継
・
引
継

ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
３
‐
４
９
９
‐
５
２
２
１

　
町
道
・
町
有
地
な
ど
の
草
刈

作
業
等
を
行
っ
て
い
た
だ
け
る

作
業
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
数 

１
名

委
託
内
容 

町
道
・
町
有
地
の
草

刈
・
清
掃
、
樹
木
の
撤
去
、
側

溝
の
土
砂
除
け
等
の
美
化
作
業

委
託
期
間 

委
託
契
約
の
日
か
ら

令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で

業
務
時
間 

平
日
８
時
30
分
～

17
時
15
分

委
託
料

 

日
額
　
１
万
６
千
円

※
雇
用
保
険
・
社
会
保
険
は
あ

り
ま
せ
ん
。

※
傷
害
保
険
・
賠
償
責
任
保
険

へ
の
加
入
を
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

応
募
資
格 

健
康
か
つ
労
働
意

欲
の
あ
る
方
、
刈
払
機
を
使
用

で
き
る
方
、
普
通
運
転
免
許
証

を
有
す
る
方

申
込
受
付
期
間 

８
月
15
日
ま
で

　
　
８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
必
要
書
類
　
履
歴
書
１
通
・

運
転
免
許
証
の
写
し

選
考
方
法 

　
書
類
審
査
お
よ
び
面
接

問 

建
設
課
　
管
理
班

　
　
　
　（
⑭
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
４

募
集
住
宅 

３
戸

 

・
飛
曽
川
団
地
Ａ
‐
２
‐
２
号

　
飛
曽
川
団
地
Ａ
‐
２
‐
５
号

（
朝
来
）

　
間
取
り
…
…
３
Ｄ
Ｋ

　
建
築
年
度
　
平
成
４
年
度

　
家
賃
（
１
万
４
７
０
０
円
～

　
２
万
８
９
０
０
円
）

 

・
飛
曽
川
団
地
Ｂ
‐
２
‐
１
号

（
朝
来
）

　
間
取
り
…
…
３
Ｄ
Ｋ

　
建
築
年
度
　
平
成
５
年
度

　
家
賃
（
１
万
４
８
０
０
円
～

　
２
万
９
０
０
０
円
）

※
飛
曽
川
団
地
に
つ
い
て
は
、

浄
化
槽
管
理
費
が
、
別
途
必

要
に
な
り
ま
す
。

　
浄
化
槽
管
理
費

　
別
途
　
月
額
２
千
円

※
家
賃
に
つ
い
て
は
世
帯
全
体

の
所
得
に
よ
り
決
ま
り
ま
す
。

対 

町
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場

所
を
有
す
る
者

申
込
配
布
・
受
付
期
間

　
８
月
１
日
㊎
～

８
月
19
日
㊋

※
申
込
の
配
布
・
受
付
は
、
平

日
の
み
、
８
時
30
分
か
ら
17

時
15
分
ま
で
。

場 

役
場
　
建
設
課

抽
選
日

 

　
９
月
３
日
㊌

　
９
時

 

・
飛
曽
川
団
地
Ａ
‐
２
‐
２
号

　
飛
曽
川
団
地
Ａ
‐
２
‐
５
号

（
朝
来
）

　
10
時

 

・
飛
曽
川
団
地
Ｂ
‐
２
‐
１
号

　
　
　
　
　
　
　
　（
朝
来
）

場 

役
場
　
２
階
大
会
議
室

入
居
条
件 

 

・
町
税
お
よ
び
公
共
料
金
に
滞

　
納
が
な
い
こ
と
。

 

・
町
内
会
に
加
入
す
る
こ
と
。

問 

建
設
課
　
管
理
班

　（
⑭
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
４

草
刈
等
作
業
員
　
募
集

町
営
住
宅
入
居
者

‐
募
集
‐

事
業
承
継
の
ご
相
談
を

お
受
け
し
ま
す

　
和
歌
山
県
下
水
道
協
会
主
催
で
、
次
の
と
お
り
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

令
和
７
年
度

和
歌
山
県 

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

資
格
認
定
共
通
試
験
　 

‐
ご
案
内
‐
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上
富
田
町
で
は
、
９
月
１
日
現
在
、
町
内

に
１
年
以
上
住
民
登
録
し
て
い
る
85
歳
以
上

の
方
に
対
し
て
、
敬
老
祝
金
３
千
円
を
支
給

し
ま
す
。

　
支
給
方
法
は
、
民
生
児
童
委
員
の
方
々
に
、

担
当
し
て
い
る
地
区
の
対
象
者
を
訪
問
し
、

手
渡
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　
敬
老
の
日
前
後
に
訪
問
し
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
民
生
児
童
委
員
の
訪
問
に
よ
り
敬

老
祝
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
方

は
、
８
月
29
日
㊎
ま
で
に
役
場
長
寿
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問 

長
寿
課
（
⑩
番
窓
口
）

☎ 

３
３
‐
７
３
４
０

　
経
済
産
業
省
で
は
夏
場
に
電
気
事
故
が
多

く
発
生
す
る
た
め
、
毎
年
８
月
を
「
電
気
使

用
安
全
月
間
」
と
定
め
、
電
気
事
故
を
防
ぐ

た
め
の
全
国
的
な
運
動
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
も
い
ま
一
度
、
身
の
ま
わ
り
の

電
気
安
全
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 
 

 
 

　
町
道
・
町
有
地
な
ど
の
草
刈

作
業
等
を
行
っ
て
い
た
だ
け
る

作
業
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
数 

１
名

委
託
内
容 

町
道
・
町
有
地
の
草

刈
・
清
掃
、
樹
木
の
撤
去
、
側

溝
の
土
砂
除
け
等
の
美
化
作
業

委
託
期
間 

委
託
契
約
の
日
か
ら

令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で

業
務
時
間 

平
日
８
時
30
分
～

17
時
15
分

委
託
料

 

日
額
　
１
万
６
千
円

※
雇
用
保
険
・
社
会
保
険
は
あ

り
ま
せ
ん
。

※
傷
害
保
険
・
賠
償
責
任
保
険

へ
の
加
入
を
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

応
募
資
格 

健
康
か
つ
労
働
意

欲
の
あ
る
方
、
刈
払
機
を
使
用

で
き
る
方
、
普
通
運
転
免
許
証

を
有
す
る
方

申
込
受
付
期
間 

８
月
15
日
ま
で

　
　
８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
必
要
書
類
　
履
歴
書
１
通
・

運
転
免
許
証
の
写
し

選
考
方
法 

　
書
類
審
査
お
よ
び
面
接

問 

建
設
課
　
管
理
班

　
　
　
　（
⑭
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
４

８
月
は
経
済
産
業
省
主
唱
の

「
電
気
使
用
安
全
月
間
」
で
す

　和歌山県農林大学校では、農林業に活力を与え、新たな価値を創造するとともに、将来の和歌山県の農

林業を振興するリーダーとして活躍できる人材の育成のため、実習に重きをおき実践力を身につける教育

を行っています。

　令和 8 年度農学部学生・林業研修部研修生の募集を次のとおり行います。

農学部 ( 専修学校 ) ２年制　　　　　　　林業研修部　１年制　※専修学校ではありません。
定 園芸学科　30 名　　　　　　　　　　定 林業研修部　林業経営コース　10 名程度
　 アグリビジネス学科　10 名

※特別推薦入学試験：　

　　　　　受験資格

県内農業系高校 4 校（紀北農芸高校、有田中央高校、南部高校、熊野高校）に

入学後、わかやま農業教育一貫プロジェクトを希望し取り組みを行った者で、

令和 8 年 3 月までに卒業見込みの者

令和８年度 ‐ 募集 ‐ 和歌山県農林大学校 農学部学生・林業研修部研修生

農　学　部 林業研修部

特別推薦
入学試験

推薦入学
試験

一般入学試験 選　考　試　験

試験日 10 月 1 日㊌ 10 時～ 11 月 26 日㊌ 10 時～ 10 月 18 日㊏ 10 時 30 分～

試験場所 農林大学校 農学部 農林大学校 林業研修部

合格発表 10 月 8 日㊌ 10 時以降 12 月 3 日㊌ 10 時以降 10 月 24 日㊎ 10 時以降

願書受付期間 9月10 日㊌～ 9月19 日㊎ 11月7日㊎～11月14 日㊎ 9月22 日㊊～10月7日㊋

受験資格 ※下記の
　とおり

令和 8 年 3 月
までに高等学
校を卒業見込
みの者

高等学校卒業または令和 8 年 3 月までに高等学校を卒業
見込みの者

問 

和歌山県農林大学校　農学部
〒 649-7112
伊都郡かつらぎ町中飯降 422
Tel:0736-22-2203　Fax:0736-22-7402

和歌山県農林大学校 林業研修部　　　
〒 649-2103
西牟婁郡上富田町生馬 1504-1
Tel:0739-47-4141　Fax:0739-47-4150

敬
老
祝
金
支
給
‐
お
知
ら
せ
‐

※住所異動の手続きや住民票・戸籍等

の発行は行えません。

※手続きに必要なものは事前にお問い

合わせください。

問 住民課 住民・環境班 ( ①番窓口 ) ☎ 47–0550

マイナンバーカード　夜間窓口
時 8 月 14 日・28 日㊍  19 時まで
場 住民課（①番窓口）
内 マイナンバーカードの申請・受け取り
　  電子証明書の発行・更新
　  暗証番号の変更 など
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10
月
・
11
月
実
施
の
集
団
健

診
で
、
定
員
に
達
し
て
い
な
い

項
目
が
あ
る
た
め
、
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

申 

保
健
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
ま
た

は
左
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド 

※
○

：

受
付
可
能

　
／

：

実
施
せ
ず

　
△

：

残
り
わ
ず
か

　
×

：

定
員
に
達
し
て
い
る
た

　
　
　
め
追
加
募
集
な
し

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
、
随

時
受
付
を
終
了
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

　
夏
バ
テ
と
は
、
夏
の
暑
さ
や

湿
度
が
原
因
で
自
律
神
経
が
乱

れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
調
の
不
調

を
引
き
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
状

態
を
さ
し
ま
す
。
主
な
症
状
と

し
て
、「
体
の
だ
る
さ
」「
食
欲

不
振
」「
疲
れ
」「
寝
不
足
」
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
夏
バ
テ
を
予
防
す
る
に
は
、

日
頃
か
ら
生
活
習
慣
を
整
え
て

お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
、
普
段
の
生
活
習
慣

を
振
り
返
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
室
内
外
の
温
度
差
が
５
度
以

上
に
な
る
と
、
自
律
神
経
が
乱

れ
や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

エ
ア
コ
ン
の
温
度
調
節
に
は
気

を
付
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
冷

た
い
飲
み
物
は
胃
腸
に
負
担
を

か
け
や
す
く
、
不
調
の
原
因
と

な
っ
て
し
ま
う
の
で
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

　
規
則
正
し
い
生
活
と
適
度
な

運
動
を
心
が
け
、
生
活
の
リ
ズ

ム
を
保
つ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

質
の
よ
い
睡
眠
を
十
分
に
と
り
、

疲
れ
を
残
さ
な
い
こ
と
も
大
切

で
す
。

　
暑
さ
で
疲
れ
や
す
く
、
汗
で
ミ

ネ
ラ
ル
を
失
い
や
す
い
た
め
、
食

欲
が
増
す
よ
う
な
工
夫
を
取
り

入
れ
な
が
ら
、
十
分
な
栄
養
補
給

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
水
分
補
給

は
、
の
ど
の
渇
き
を
感
じ
る
前
、

「
は
や
め
」「
こ
ま
め
」
を
意
識
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
特
に
、
起

床
後
や
入
浴
後
、
ス
ポ
ー
ツ
時
は

注
意
し
て
水
分
を
補
給
し
ま
し
ょ

う
。
水
分
補
給
は
、
一
回
あ
た
り
、

コ
ッ
プ
１
杯(

２
０
０
ml)

が
目

安
で
す
。
一
気
飲
み
は
胃
腸
に
負

担
が
か
か
る
た
め
、
少
し
ず
つ
飲

み
ま
し
ょ
う
。

夏
バ
テ
に
効
く
栄
養
素
と
お
す

す
め
の
食
べ
物

・
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ1

　
炭
水
化
物
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

に
変
え
る
役
割
が
あ
り
、
疲
労

回
復
効
果
も
あ
り
ま
す
。

（
豚
肉
、
ウ
ナ
ギ
、
玄
米
、
大
豆

な
ど
）

・
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ

　
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
、
体
内
で
は

作
ら
れ
な
い
た
め
、
食
事
か
ら
摂

取
し
な
い
と
不
足
し
や
す
い
栄

養
素
で
す
。
免
疫
力
、
日
焼
け
予

防
の
た
め
に
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

（
パ
プ
リ
カ
、
ゴ
ー
ヤ
、
キ
ウ
イ
、

ジ
ャ
ガ
イ
モ
な
ど
）

・
ク
エ
ン
酸

　
胃
酸
の
働
き
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
食
欲
を
増
や
し
、
た
ん
ぱ
く

質
の
吸
収
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

（
梅
干
し
、
レ
モ
ン
、
酢
な
ど
）

・
た
ん
ぱ
く
質

　
筋
肉
や
血
液
の
元
に
な
る
栄

養
素
で
す
。
不
足
す
る
と
、
筋

肉
の
量
が
減
り
、
基
礎
代
謝
も

低
下
し
ま
す
。
冷
え
性
、
体
力

低
下
に
つ
な
が
る
可
能
性
も
あ

る
た
め
、
毎
日
き
ち
ん
と
摂
取

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

（
卵
、
魚
、
肉
、
豆
製
品
な
ど
）

◆
「
さ
と
お
や
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
ほ
っ

と
」
を
開
催
し
ま
す
！

　
里
親
制
度
に
関
心
の
あ
る
方

が
気
軽
に
集
ま
っ
た
り
、
子
育

て
全
般
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た

り
し
て
い
ま
す
。
予
約
も
不
要

で
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

時 

８
月
30
日
㊏
10
時
～
16
時

　 

９
月
24
日
㊌
10
時
～
16
時

場 

和
歌
山
県
立
情
報
交
流
セ
ン

タ
ー
Ｂ
ｉ
ｇ
‐
Ｕ 

小
会
議
室
２

問 

里
親
支
援
セ
ン
タ
ー
ほ
っ
と

　
担
当

：

川
口

田
辺
市
城
山
台
５
‐
１

☎
０
７
３
９
‐
３
４
‐
２
７
３
５

h
ttp

//w
w

w
.w

fj.o
r.jp

/h
o
t

温
度
差
や
体
の
冷
や
し
す
ぎ
に

注
意
す
る

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
、

こ
ま
め
な
水
分
補
給
を
心
が
け
る

生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
、
質
の
良

い
睡
眠
を
と
る

実施日 場所 特定 肝炎 胃
（バリウム）

大腸 肺 子宮 乳 締切

10 月 11 日㊏ 保健センター ○ ○ ○ △ ○ ○

8 月 25 日㊊
10 月 12 日㊐ 保健センター × ○ △ ○ × ○ ○

10 月 13 日㊊ 保健センター △ ○ ○ ○ × ○ ○

11 月 22 日㊏ 保健センター ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

夏
バ
テ
に
要
注
意
の
時
期
で
す

「里
親
支
援
セ
ン
タ
ー
ほ
っ
と
」

か
ら
の
お
知
ら
せ

集
団
検
診
の
受
付
に

空
き
あ
り
！

申
込
受
付
し
ま
す

保
健
セ
ン
タ
ー

　か
ら
の
お
知
ら
せ
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　幼児期あたりから、今まで食べていたものを好まなくなり好き嫌いや偏食がみられ

ることがあります。これは味やにおい、色、食感、形、大きさなどさまざまなことが

理由となってきます。また、この時期は同じパターンの繰り返しが安心する年齢でも

あり、なじみのある食べ物を好む傾向にあります。

　どちらも成長過程の一つで自我の現れでもあります。味付けを工夫したり、気分を変

えて違う場所で食べたりするだけでも、食べてみようという意欲につながります。無

理強いはせず、食事は楽しい時間なのだと思えることを大切にしてあげましょう。

　　

★調理方法を変えて舌触りや食感が良くなる工夫をする

→食感が苦手なら、小さく切ったり柔らかく加熱したり食感を変えられるような調理方法にしましょう。

お子さんの好きな味つけにしたり、好きな料理に混ぜ込んだりしましょう。カレーやトマトソースなど

は、野菜の風味をうまく隠すことができます。

★一緒に買い物や料理をする

→お子さんと一緒に買い物や料理をすることで、食べ物に対する興味を引き出すことができます。年齢に

応じて、野菜を洗う、ちぎるなど食材に触れる機会を作ってみましょう。自分が手伝った料理なら、自

然と「食べてみよう」という気持ちも沸いてきます。

★お腹がすくリズムを作る

→偏食の予防には、お腹をすかせた状態で食事の時間を迎えられるよう、食事・睡眠・遊びなどの生活リ

ズムを整えることが大切です。

★大人がおいしそうに食べる姿を見せる

→一緒に食卓を囲み、大人がおいしそうに食べる様子を見せてあげましょう。身近な人がおいしそうに食

べることで、その食材に対する安心感が生まれます。

★絵本などから食材の名前を覚える

→野菜や果物が載っている絵本や、好きな料理が出てくる絵本を読んであげましょう。食材や料理の名前

を覚えることで、食に対する知識も深まります。

　好き嫌いとは、「人参は嫌いだけど、玉ねぎは好き」
というふうに、食べ物の選り好みをしている状態の
ことをいいます。
　偏食とは、食事の内容が極端に偏ってしまってい
る状態のことをいい、「お米しか食べない」「お肉が
全く食べられない」というようなケースもあります。

子育て　にこにこ広場 ～好き嫌い ・ 偏食について～

〈好き嫌いや偏食を減らすためにできる工夫の例〉

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は

介
護
・
福
祉
の
総
合
相
談
窓
口

と
し
て
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
や

そ
の
ご
家
族
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
電

話
や
窓
口
の
ほ
か
、
自
宅
へ
も

訪
問
し
ま
す
。
費
用
は
掛
か
り

ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
シ
ニ
ア
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
（
青

春
塾
）
を
地
区
で
自
主
的
に
行

い
、
介
護
予
防
に
取
り
組
む
グ

ル
ー
プ
が
、
現
在
町
内
７
か
所

（
南
紀
の
台
町
内
会
館
、
朝
来
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
峠
・
大

内
谷
会
館
、
生
馬
公
民
館
、
岩
田

公
民
館
、
市
ノ
瀬
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
、
岡
高
齢
者
憩
の
家
）

で
週
１
回
運
動
し
て
い
ま
す
。

　
シ
ニ
ア
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
は
踏

み
台
に
よ
る
昇
降
運
動
や
椅
子

を
使
っ
た
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

や
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
な
ど
を
行

い
ま
す
。
有
酸
素
運
動
＋
筋

力
ア
ッ
プ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
、

ゆ
っ
く
り
と
し
た
テ
ン
ポ
で
バ

ラ
ン
ス
よ
く
行
う
こ
と
で
、
よ

り
効
果
が
得
ら
れ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。「
私
に
で
き
る
内

容
？
」
と
不
安
に
感
じ
た
り
、、

参
加
に
あ
と
一
歩
踏
み
出
せ
な

い
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
介
護
を
必
要
と
し

な
い
た
め
に
開
発
さ
れ
た
運
動

で
す
の
で
、
体
力
に
合
わ
せ
て

回
数
を
減
ら
し
た
り
、
椅
子
に

座
っ
て
休
憩
も
し
な
が
ら
各
自

調
整
し
て
い
ま
す
。

　
シ
ニ
ア
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
10

回
シ
リ
ー
ズ
の
く
わ
し
い
解
説

付
き
で
学
べ
る
教
室
を
10
月
か

ら
開
催
予
定
で
す
。
詳
細
な
内

容
、
参
加
希
望
者
等
に
つ
き
ま

し
て
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

時 

８
月
22
日
㊎

　
　
14
時
～
15
時
30
分

場 

保
健
セ
ン
タ
ー
１
階

認
知
症
に
関
す
る
相
談
も
で

き
ま
す
。
お
気
軽
に
お
こ
し

く
だ
さ
い
。

問 

長
寿
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
⑨
番
窓
口
）

☎
３
３
‐
７
３
４
０

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　
上
富
田
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
発
行
「
生
き
い
き
だ
よ
り
第

72
号
」
で
、
稲
葉
根
王
子
会
会

長
名
の
表
記
に
誤
り
が
ご
ざ
い

ま
し
た
。
こ
こ
に
訂
正
し
、
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

（
誤
）　
西
原
玉
夫
　
様

（
正
）　
西
原
玉
久
　
様

地域包括支援
   センター

☆
参
加
者
募
集

住み慣れた地域で

暮らし続けるお手伝い

 

今
月
の
ひ
ょ
う
た
ん
カ
フ
ェ
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朝
来
公
民
館
・
南
紀
の
台
公
民

館
　
時 

令
和
８
年
２
月
７
日
㊏

　 

　
　
　
　
２
月
８
日
㊐

場 

南
紀
の
台
公
民
館

対 

朝
来
・
岩
崎
・
南
紀
の
台
地

区
に
在
住
の
方
お
よ
び
朝
来
公

民
館
サ
ー
ク
ル
等

生
馬
公
民
館
　

時 
令
和
８
年
２
月
７
日
㊏

　 
　
　
　
　
２
月
８
日
㊐

対 

生
馬
地
区
に
在
住
の
方
お
よ

び
生
馬
公
民
館
サ
ー
ク
ル
等

岩
田
公
民
館
　

時 

令
和
８
年
２
月
14
日
㊏

　 

　
　
　
　
２
月
15
日
㊐

対 

岩
田
・
岡
地
区
に
在
住
の
方

お
よ
び
岩
田
公
民
館
サ
ー
ク
ル

等市
ノ
瀬
公
民
館

時 

令
和
８
年
２
月
15
日
㊐

対 

市
ノ
瀬
・
下
鮎
川
地
区
に
在

住
の
方
お
よ
び
市
ノ
瀬
公
民
館

サ
ー
ク
ル
等

問 

教
育
委
員
会
事
務
局

☎
４
７
‐
５
９
３
０

　
７
月
６
日
、
朝
来
小
学
校
体

育
館
に
お
い
て
、
上
富
田
町
父

母
子
ど
も
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会

主
催
の
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
12
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

ど
の
試
合
も
一
戦
一
戦
白
熱
し

た
試
合
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
向
け
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
単
位
で
編
成
さ
れ
た
チ
ー
ム

で
、
練
習
や
ゲ
ー
ム
を
重
ね
て

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
試
合
中
は
互
い
に
声
援
を
送

り
あ
い
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ

て
全
力
で
プ
レ
ー
す
る
姿
が
印

象
的
で
し
た
。

　
学
年
の
垣
根
を
越
え
た
チ
ー

ム
メ
イ
ト
と
の
絆
や
地
域
の
大

人
と
の
関
わ
り
は
、
子
ど
も
達

に
と
っ
て
よ
い
経
験
と
な
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
な
お
今
大
会
で
上
位
の
成
績

を
収
め
た
４
チ
ー
ム
は
、
７
月

20
日
に
白
浜
町
立
総
合
体
育
館

で
開
催
さ
れ
る
西
牟
婁
郡
大
会

へ
出
場
し
ま
す
。

　
大
会
開
催
に
あ
た
り
、
周
到

な
準
備
・
運
営
に
ご
尽
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
運
営
委
員
の
皆

さ
ま
、
審
判
指
導
員
の
皆
さ
ま
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

公
民
館
作
品
展
　
‐
作
品
募
集
‐

父母子どもクラブ　

　ドッジボール大会を開催しました！

　
毎
年
恒
例
の
公
民
館
作
品
展
は
、
次
の
日
程
で
開
催
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
作
品
の
出
品
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
は
ご
準
備
を
お
願
い
し
ま

す
。

※
出
品
作
品
の
募
集
に
つ
い
て
は
、
12
月
広
報
に
て
再
度
掲
載
さ

　
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

優　勝　ＩＷＡＤＡ　Ａｃｅ　　準優勝　市ノ瀬Ｆｒｅｅｄｏｍ　　
３　位　岡Ｄｒｅａｍ　　　　　４　位　ＩＷＡＤＡ　Ｂｅａｓｔ

作品鑑賞の様子（岩田公民館）

作品鑑賞の様子（朝来公民館）

準優勝　市ノ瀬Ｆｒｅｅｄｏｍ 優　勝　ＩＷＡＤＡ　Ａｃｅ
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こ
の
暑
さ 

身
体
も
野
菜
も 

悲
鳴
あ
げ

　
　
　
　
　
ひ
と
雨
ほ
し
い
と 

呟
き
て

小
幡
　
博
子

初
取
り
の 

な
す
び
さ
っ
そ
く 

し
ぎ
焼
き
に

　
　
　
　
　
母
の
好
物 

仏
前
に
供
え

稗
田
　
満
代

永
え
に 

若
き
日
の
ま
ま
の 

友
で
い
て

　
　
　
　
　
あ
の
夏
の
日
に 

去
り
て
十
年

稲
田
　
和
代

（
投
稿
歓
迎
）

富
田
川
歌
壇

（
投
稿
歓
迎
）

三
才
に
構
ふ
五
才
や
西
瓜
食
ぶ
　
　

夏
野
菜
袋
ど
つ
か
と
置
き
て
去
る
　

五
位
鷺
の
影
引
き
水
の
動
か
ざ
る
　

露
草
の
瑠
璃
い
ち
め
ん
に
露
に
濡
れ

転
読
の
大
般
若
経
朱
夏
の
寺
　
　
　

朝
の
日
の
花
蕊
輝
か
大
賀
蓮
　
　
　

フ
ラ
イ
パ
ン
一
つ
の
料
理
芋
嵐
　
　

送
り
火
の
消
え
て
星
降
る
夕
べ
か
な

纏
ひ
付
く
汗
払
ふ
ご
と
微
風
来
　
　

梅
干
し
て
を
る
人
生
の
後
半
期
　
　

簾
吊
ほ
ど
よ
き
居
間
の
暗
さ
か
な
　

字
ご
と
の
高
提
灯
や
揚
花
火
　
　
　

面
影
を
追
え
ば
満
天
星
涼
し

城
戸
　
杉
生

本
西
満
穂
子

出
羽
　
鶴
枝

出
羽
智
香
子

射
塲
　
典
子

岡
本
美
恵
子

宮
内
　
信
子

下
平
百
美
子

山
根
八
栄
子

和
田
　
厚
子

片
倉
美
智
子

山
本
　
陽
子

木
村
　
圀
夫

岩
田
小
学
校　

５
年　西に

し
は
ら原　

愛あ
い
な奈

　

思
い
出
に
な
っ
た
運
動
会

　「
パ
チ
パ
チ
パ
チ
パ
チ
」

　
大
き
な
拍
手
で
私
は
嬉
し
く

な
っ
た
。
運
動
会
の
五
・
六
年
生

の
フ
ラ
ッ
グ
・
組
体
操
が
す
ご

く
て
去
年
ま
で
の
私
は
拍
手
を

す
る
側
で
、「
私
も
あ
ん
な
ふ
う

に
拍
手
を
し
て
も
ら
い
た
い
な
」

と
憧
れ
て
い
た
。
そ
こ
に
自
分

が
立
ち
、
大
き
な
拍
手
が
聞
こ

え
て
き
た
か
ら
だ
。

　
私
は
、
憧
れ
の
フ
ラ
ッ
グ
・
組
体
操
の
本
番
で

み
ん
な
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
、
思
い
切
り
の
笑
顔

で
取
り
組
ん
だ
。
組
体
操
で
は
ペ
ア
の
メ
ン
バ
ー

の
み
ん
な
と
息
を
あ
わ
せ
て
、
練
習
よ
り
上
手
く

す
る
こ
と
が
で
き
た
の
が
嬉
し
か
っ
た
。
フ
ラ
ッ

グ
で
は
、
キ
レ
を
良
く
し
て
み
ん
な
と
合
わ
せ
た

旗
の
音
が
カ
ッ
コ
よ
く
て
気
持
ち
も
盛
り
上
が
っ

た
。

「
私
達
、
カ
ッ
コ
よ
く
見
え
て
る
か
な
」

「
憧
れ
て
く
れ
る
か
な
」

そ
う
思
い
な
が
ら
最
後
ま
で
旗
を
振
っ
て
い
た
。

　
そ
ん
な
時
聞
こ
え
て
き
た
拍
手
と
「
す
ご
い
」

と
い
う
言
葉
に
喜
び
が
込
み
上
げ
て
き
た
。

　
運
動
会
が
終
わ
っ
て
か
ら
、
家
で
お
父
さ
ん
が

撮
っ
て
く
れ
た
ビ
デ
オ
を
家
族
み
ん
な
で
見
た
。

弟
が
一
生
懸
命
に
走
っ
た
り
ダ
ン
ス
を
し
た
り
し

て
い
る
姿
を
も
う
一
度
見
て
い
る
と
、
嬉
し
く
て

私
は
も
う
一
度
弟
に
ま
た
拍
手
を
し
た
。

　
今
年
も
楽
し
み
に
し
て
い
た
運
動
会
、
ク
ラ
ス

の
み
ん
な
と
一
緒
に
頑
張
っ
た
思
い
出
が
で
き
て

よ
か
っ
た
。

　先日、ラジオのお悩み相談コーナーで、「自分の考え

を持ち、自分の言葉で気持ちを伝えたい。他人の意見

に流されやすく、映画を観た後には、みんなの評価を

読んでいるうちに自分の考えと一緒くたにしてしま

う。」という相談がありました。その話を聞いて、私も無

意識に自分の頭で考えず誰かの言葉をそのまま発して

いる瞬間があることに気づくのでした。実は、この本の

著者であるあさのあつこさんも、同じような経験をされたそうです。あさ

のさんは本書を通して自分の言葉、思考、表現を持つことの大切さ、そし

てそれを「書く」ことで育てる方法を教えてくれます。子どもから大人ま

でみんなの心に響くあさのさんの言葉が詰まった1冊です。

図書館からのお知らせ 上富田町立図書館 ☎ ４７-１７９０問

今
月
の
ベ
ス
ト
テ
ン

1.

2.

　3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

1.

2.

　3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

カフネ　　　　　　　 　　　　　　　　　

クロエとオオエ　　　　　　　            

パズルと天気　　　　　　　　            

チョコレート・ピース 　　　　　　　　　

謎の香りはパン屋から 　　　　　　　　　

百一歳。終着駅のその先へ　　            

心も体ももっと、ととのう薬膳の食卓365日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

るるぶ大阪・関西万博へ行こう！　　　    

麦本三歩の好きなもの 第３集　　　　　　

せいろで日々ごはん　 　　　　　　　　　

カフネ　　　　　　　 　　　　　　　　　

クロエとオオエ　　　　　　　            

パズルと天気　　　　　　　　            

チョコレート・ピース 　　　　　　　　　

謎の香りはパン屋から 　　　　　　　　　

百一歳。終着駅のその先へ　　            

心も体ももっと、ととのう薬膳の食卓365日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

るるぶ大阪・関西万博へ行こう！　　　    

麦本三歩の好きなもの 第３集　　　　　　

せいろで日々ごはん　 　　　　　　　　　

阿部 暁子　　　

有川 ひろ　　　

伊坂 幸太郎　　

青山 美智子    

土屋 うさぎ　　

佐藤 愛子

　　  

川手 鮎子　　　

JTBパブリッシング

住野 よる　　　

中川 たま　　　

阿部 暁子　　　

有川 ひろ　　　

伊坂 幸太郎　　

青山 美智子    

土屋 うさぎ　　

佐藤 愛子

　　  

川手 鮎子　　　

JTBパブリッシング

住野 よる　　　

中川 たま　　　

講談社

講談社

PHP研究所

マガジンハウス

宝島社

中央公論新社

自由国民社

　  幻冬舎

家の光協会

講談社

講談社

PHP研究所

マガジンハウス

宝島社

中央公論新社

自由国民社

　  幻冬舎

家の光協会

『あなただけの物語のために』

　    　　     あさのあつこ/著　筑摩書房本の紹介
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体
育
協
会
競
技
団
体
紹
介

　
令
和
７
年
度
、
体
育
協
会
に
は
左
記
の
団
体
が
加
盟
さ
れ
て
、

各
競
技
、
ク
ラ
ブ
活
動
の
普
及
、
振
興
に
つ
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

‐
お
尋
ね
‐

　
　
　「
生
馬
扇
踊
り
」
復
活
を
め
ざ
し
て

　
生
馬
川
の
上
流
、
鳥
渕
か
ら
篠
原
地
区
の
盆
踊
り
な
ど
で
踊
り
継
が
れ
て

い
た
も
の
に
「
扇
踊
り
」
と
い
う
踊
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　
昭
和
51
（
１
９
７
６
）
年
に
は
町
無
形
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
先
人
が
遺
し
て
く
れ
た
郷
土
の
文
化
財
の
保
護
継
承
に
努
め
る
の
は
、
そ

こ
に
住
む
私
た
ち
の
努
め
で
あ
る
」
と
、
当
時
頑
張
っ
て
く
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
人
口
減
少
に
伴
う
踊
り

手
不
足
が
進
み
、
最
後
は
生
馬
公
民
館
の
盆
踊
り
で
引
き
継
が
れ
た
も
の
の
、
今
か
ら
20
年
ほ
ど
前
か
ら
と

う
と
う
踊
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
度
、
何
と
か
「
生
馬
扇
踊
り
」
を
復
活
で
き
な
い
か
と
思
い
取
材
を
か
さ
ね
て
き
た
と
こ
ろ
、
手
に

持
つ
「
扇
」、「
鉦
」、「
太
鼓
」
は
残
っ
て
お
り
「
踊
り
手
」
も
数
人
い
ま
す
が
「
音
頭
取
り
」
の
曲
だ
け
が

わ
か
ら
な
い
状
態
で
す
。（
歌
詞
は
わ
か
っ
て
い
ま
す
）

　
つ
き
ま
し
て
は
、
ど
な
た
か
「
生
馬
扇
踊
り
」
の
ビ
デ
オ
や
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
等
持
た
れ
て
い
る
方
は
お

ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
も
し
、
お
ら
れ
ま
し
た
ら
教
育
委
員
会
ま
で
ご
連
絡
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
問 

教
育
委
員
会 

社
会
教
育
班
　
☎ 

４
７
‐
５
９
３
０

時 

８
月
23
日
㊏
９
時
30
分
～

場 

市
ノ
瀬
公
民
館

内 

紙
粘
土
の
貯
金
箱
、
竹
細
工
、
木
工
作

費 

無
料

対 

小
学
生
、
幼
児

※
幼
児
の
方
は
保
護
者
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
。

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

　
い
。

※
８
時
時
点
で
上
富
田
町
内
に
警
報
が
発
令
さ
れ
た
場
合
は
中

　
止
と
な
り
ま
す
。

問 

市
ノ
瀬
公
民
館
　
　
　
☎
４
８-

０
３
６
６

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
野
球

　
　
岩
田
シ
ャ
ー
ク
ス

　
　
　
代
表
者
　
出
羽
　
研
吉

　
　
朝
来
パ
ワ
ー
ズ

　
　
　
代
表
者
　
林
　
修
志

　
　
生
馬
少
年
野
球
ク
ラ
ブ

　
　
　
代
表
者
　
森
本
　
佳
宏

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
柔
道

　
　
　
代
表
者
　
伊
藤
　
里
実

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
サ
ッ
カ
ー

　
　
　
代
表
者
　
平
尾
　
好
孝

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
バ
レ
ー

　
　
　
代
表
者
　
稲
嵜
　
富
代

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
バ
ス
ケ
ッ
ト

　
　
　
代
表
者
　
田
上
　
彰
伸

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
空
手

　
　
　
代
表
者
　
芝
　
剛
司

朝
来
剣
道
ク
ラ
ブ

　
　
　
代
表
者
　
眞
砂
　
知
春

少
年
軟
式
野
球
連
盟

　
　
　
代
表
者
　
出
羽
　
正
典

少
年
硬
式
野
球

　
　
　
代
表
者
　
佐
多
　
清
憲

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

　
　
　
代
表
者
　
後
　
浩
次

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

　
　
　
代
表
者
　
井
谷
　
香

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
協
会

　
　
　
代
表
者
　
池
田
美
惠
子

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会

　
　
　
代
表
者
　
森
下
　
将
裕

一
般
軟
式
野
球
協
会

　
　
　
代
表
者
　
楠
本
　
剛
史

サ
ッ
カ
ー
協
会

　
　
　
代
表
者
　
平
尾
　
好
孝

テ
ニ
ス
協
会

　
　
　
代
表
者
　
岩
橋
　
幸
大

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会

　
　
　
代
表
者
　
山
﨑
　
積

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

　
　
　
代
表
者
　
谷
口
　
美
香

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会

　
　
　
代
表
者
　
田
中
　
淳
史

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ク
ラ
ブ

　
　
　
代
表
者
　
井
澗
　
和
良

寿
野
球
ク
ラ
ブ

　
　
　
代
表
者
　
木
本
　
眞
次

卓
球
協
会

　
　
　
代
表
者
　
芝
田
　
哲
之

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会

　
　
　
代
表
者
　
吉
本
　
和
広

ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会

　
　
　
代
表
者
　
瀬
越
　
正
敬

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド

　
　
　
代
表
者
　
新
谷
　
憲
史

南
紀
オ
レ
ン
ジ
サ
ン
ラ
イ
ズ
FC

　
　
　
代
表
者
　
本
目
　
淳
朗

和
歌
山
ウ
ェ
イ
ブ
ス

　
　
　
代
表
者
　
西
河
　
洋
樹

※
各
競
技
に
関
心
の
あ
る
方
は
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問 

上
富
田
町
体
育
協
会
事
務
局

（
教
育
委
員
会
事
務
局
内
）

☎ 

４
７
‐
５
９
３
０

夏
休
み
子
ど
も
教
室

み
ん
な
で
楽
し
く
夏
休
み
課
題
の
工
作
を
し
ま
せ
ん
か

公
民
館
か
ら
の
お
知
ら
せ
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時 

８
月
14
日
㊍

　
　
　
　
18
時
30
分
～

場 

岩
田
公
民
館

　
　  

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

　 

19
時
～

　
　
　  

ギ
タ
ー
弾
き
語
り

※
警
報
発
令
等
で
14
日
が
中
止

　
の
時
は
16
日
に
延
期
し
ま
す
。

問 

岩
田
公
民
館
　

☎
４
７
‐
２
０
２
０

　
文
化
協
会
美
術
工
芸
部
「
ア

ト
リ
エ
・
ロ
ビ
ン
」
の
作
品
を

ロ
ビ
ー
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
ビ
ー
ズ
等
を
使
っ
た
手
芸
品

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

期 

８
月
29
日 

㊎
ま
で 

平
日

８
時
30
分
～
17
時
15
分
ま
で

場 

上
富
田
文
化
会
館１

階
ロ
ビ
ー

問 

教
育
委
員
会
事
務
局

☎
４
７
‐
５
９
３
０

時 

８
月
10
日 

㊐ 

18
時
～

場 

南
紀
の
台
公
民
館

※
南
紀
の
台
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
町

　
内
会
と
共
催

※
雨
天
等
で
10
日
が
中
止
の
時

　
は
11
日
に
延
期
し
ま
す
。

問 

南
紀
の
台
公
民
館
　

☎ 

３
４
‐
７
２
２
７

時 

８
月
16
日 

㊏ 
19
時
～

場 

朝
来
公
民
館
多
目
的
ホ
ー
ル

※
荒
天
の
場
合
は
８
月
18
日
㊊

　
に
延
期

（
盆
踊
り
練
習
会
）

時 

８
月
４
日 

㊊ 

19
時
～

場 

朝
来
公
民
館

問 

朝
来
公
民
館
　

☎
４
７
‐
０
５
４
５

（
盆
踊
り
練
習
会
）

時 

８
月
６
日 

㊌ 

19
時
～

場 

南
紀
の
台
公
民
館

時 

８
月
14
日 

㊍ 

19
時
～

場 

生
馬
小
学
校
　
体
育
館

（
盆
踊
り
練
習
会
）

時 

８
月
７
日 

㊍

　
　
　
　
19
時
30
分
～

場 

生
馬
公
民
館

問 

生
馬
公
民
館
　

☎
４
７
‐
２
８
８
１

時 

８
月
14
日 

㊍ 

19
時
か
ら

場 

市
ノ
瀬
公
民
館

（
盆
踊
り
練
習
会
）

時 

８
月
７
日 

㊍ 

19
時
か
ら

場 

市
ノ
瀬
公
民
館

下
鮎
川
分
館

時 

８
月
14
日 

㊍ 

19
時
か
ら

場 

下
鮎
川
チ
ビ
ッ
コ
広
場

（
盆
踊
り
練
習
会
）

時 

８
月
７
日 

㊍ 

19
時
か
ら

場 

下
鮎
川
児
童
館

時 

８
月
24
日 

㊐

　
　
　
14
時
～
14
時
45
分

対 

小
学
１
～
３
年
生

内 

「
な
か
よ
し
」「
金
の
斧
」

「
ゴ
ン
と
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
」

場 

朝
来
公
民
館

定 

30
名

（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な

り
ま
す
。
朝
来
・
岩
崎
・
南
紀

の
台
地
区
の
方
を
優
先
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。）

出
演 

人
形
劇
団
「
あ
し
た
」

費 

無
料 

申 

８
月
1
日
㊎
～
８
月
12
日
㊋

（
㊍
・
㊐
・
㊗
を
除
く
９
時
00
分

～
16
時
00
分
）

　
電
話
ま
た
は
直
接
朝
来
公
民

館
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

時 

８
月
21
日 

㊍

　
　
　
14
時
～
14
時
40
分

対 

就
学
前
～
小
学
校
低
学
年
児

童内 

「
な
か
よ
し
」「
の
ぼ
れ
た
よ
」

「
ゴ
ン
と
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
」

場 

南
紀
の
台
公
民
館

出
演 

人
形
劇
団
「
あ
し
た
」　

費 

無
料 

※
申
込
不
要

ど
な
た
で
も

　
　
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

時 

８
月
31
日 

㊐

受
付 

８
時
45
分

開
会 

９
時
30
分

場 

市
ノ
瀬
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー

費 

１
５
０
０
円

（
昼
食
代
含
む
。
当
日
集
金
）

申 

８
月
15
日 

㊎ 

ま
で
に
、
次

の
連
絡
先
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

問 

教
育
委
員
会
事
務
局

☎
４
７
‐
５
９
３
０

公
民
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

夏
祭
り
‐
ご
案
内
‐

岩
田
公
民
館

夏
祭
り
‐
ご
案
内
‐

南
紀
の
台
公
民
館

盆
踊
り
大
会
‐
ご
案
内
‐

朝
来
公
民
館

盆
踊
り
大
会
‐
ご
案
内
‐

生
馬
公
民
館

人
形
劇
公
演
‐
ご
案
内
‐

朝
来
公
民
館

人
形
劇
公
演
‐
ご
案
内
‐

南
紀
の
台
公
民
館

夏
季
囲
碁
大
会

‐
ご
案
内
‐

盆
踊
り
大
会
‐
ご
案
内
‐

市
ノ
瀬
公
民
館

ロ
ビ
ー
展
（
上
富
田
文
化
会
館
）
‐
ご
案
内
‐

ア
ト
リ
エ
・
ロ
ビ
ン
作
品
展
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６
月
７
日
、
第
１
回
親
子
教

室
と
し
て
バ
ス
ツ
ア
ー
を
行
い

ま
し
た
。
行
先
は
串
本
町
で
参

加
者
は
親
子
22
名
で
し
た
。

　
先
ず
昼

食
は
、
橋

杭
岩
の
道

の
駅
付
近

で
持
参
の

お
弁
当
を

い
た
だ
き
、

そ
の
後
、

 

「
宇
宙
ふ

れ
あ
い
ホ
ー
ル
　
ソ
ラ
ミ
ル
」

に
行
き
ま
し
た
。
ソ
ラ
ミ
ル
は
、

串
本
町
古
座
分
庁
舎
に
２
０
２

４
年
３
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
施

設
で
す
。

　
２
階
に
「
古
座
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
」、
３
階
に
は
臨
場
感

あ
ふ
れ
る
圧
倒
的
な
映
像
が
楽

し
め
る
「
ス
ペ
ー
ス
シ
ア
タ
ー
」

が
あ
り
、
鮮
明
な
８
Ｋ
映
像
と

リ
ア
ル
な
音
響
で
ロ
ケ
ッ
ト
の

打
ち
上
げ

の
迫
力
が

体
感
で
き

る
施
設
が

整
備
さ
れ

て
い
ま
し

た
。
子
ど

　
　
　
　
　
　
　
　 

も
た
ち
は
、

迫
力
あ
る
８
Ｋ
映
像
で
の
ロ
ケ

ッ
ト
の
打
ち
上
げ
に
興
味
津
々

で
歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　
１
階
に
は
宇
宙
や
ロ
ケ
ッ
ト

に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
な
展
示
物
が
あ
る
「
ロ
ケ
ッ

ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
や
図
書
ス

ペ
ー
ス
の
「
星
空
ラ
イ
ブ
ラ
リ

ー
」
が
あ
り
、
ゆ
っ
く
り
と
学

び
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
帰
り
の
バ
ス
の
中
で
、
館
長

が
即
興
で
作
っ
た
ク
イ
ズ
（
ソ

ラ
ミ
ル
ク
イ
ズ
）
を
10
問
行
い
、

全
問
正
解
の
場
合
は
、
館
長
か

ら
豪
華
な
賞
品
が
贈
ら
れ
る
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
残
念
な
が

ら
全
問
正
解
者
は
い
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
大
人
は
８
問
正
解

が
最
高
で
賞
品
を
ゲ
ッ
ト
、
子

ど
も
は
４
問
が
最
高
で
５
人
お

り
、
ジ
ャ
ン
ケ
ン
で
３
人
が
賞

品
を
ゲ
ッ
ト
し
ま
し
た
。

　
生
馬
公
民
館
に
は
、
ほ
ぼ
予

定
ど
お
り
の
午
後
４
時
に
無
事

到
着
し
、
大
変
楽
し
い
一
日
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
６
月
18

日
か
ら
２

泊
３
日
の

日
程
で
通

学
合
宿
を

実
施
し
ま

し
た
。
今

年
度
も
生

馬
小
学
校
６
年
生
13
名
全
員
が

参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
通
学
合
宿
も
、
昨
年

と
同
様
に
小
学
生
の
時
に
経
験

し
た
先
輩
が
二
晩
通
し
て
参
加

し
、
子
ど
も
た
ち
の
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
を
受
け
持
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
災
害
時
の
避
難
を
想
定

し
て
、
今
年
も
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ

ド
を
組
み
立
て
て
使
用
し
ま
し

た
。
二
日
目
に
は
、
奥
田
町
長

が
子
ど
も
た
ち
へ
の
激
励
に
来

館
さ
れ
、
夕
食
を
共
に
し
交
流

　
今
回
は
岩
田
立
平
に
お
住
い

の
道ど

う

も

と本
真ま

み美
氏
に
よ
る
作
品
展

を
開
催
し
ま
す
。

　
道
本
さ
ん
は
昭
和
54
年
に
渡

米
し
、
昭
和
56
年
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
芸
大
に
入
学
。
マ
ー
ビ
ン
・

リ
ポ
フ
ス
キ
ー
氏
に
師
事
し
創

作
活
動
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
30
年
の
沈
黙
の
後
、

自
分
の
根
元
の
再
発
見
と
し
て

オ
ブ
ジ
ェ
の
制
作
を
始
め
ら
れ

ま
し
た
。
現
代
は
様
々
な
廃
品

や
木
片
、
流
木
な
ど
身
近
に
あ

る
も
の
を
利
用
し
て
オ
ブ
ジ
ェ

を
作
成
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
道
本
さ
ん
の
心
温
ま
る
オ
ブ

ジ
ェ
の
数
々
を
ご
覧
い
た
だ
き

た
く
、
多
く
の
皆
様
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

を
深
め
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
食
材
等
の

買
い
出
し
、
食
事
の
準
備
と
片

付
け
、
掃
除
、
ベ
ッ
ド
の
組
み

立
て
解
体
、
布
団
敷
き
な
ど
し

っ
か
り
と
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
し
た
。

　
閉
講
式
で
は
、
上
羽
館
長
か

ら
各
自
の
顔
写
真
入
り
の
修
了

証
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
は
修
了
証
を
手
に
、
今

回
の
通
学
合
宿
の
感
想
を
ス
ピ

ー
チ
し
ま
し
た
。
家
族
へ
の
感

謝
、
関
係
者
の
方
々
へ
の
感
謝

な
ど
体
験
を
踏
ま
え
た
内
容
で

し
た
。

　
通
学
合
宿
は
、「
地
域
の
子
ど

も
た
ち
は
地
域
で
育
て
る
」
と

い
う
思
い
を
持
つ
地
元
の
皆
様

の
ご
協
力
が
あ
っ
て
成
り
立
っ

て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
地

域
の
人
々
と
の
様
々
な
関
わ
り

に
よ
っ
て
、
地
域
に
目
を
向
け
、

地
域
へ
の
愛
着
を
育
ん
で
く
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

生
馬
っ
子
通
学
合
宿

生
馬
公
民
館

親
子
バ
ス
ツ
ア
ー

生
馬
公
民
館

ロ
ビ
ー
展
の
ご
案
内

岩
田
公
民
館

場 

岩
田
公
民
館

　
　
　
　
　
展
示
ス
ペ
ー
ス

期 

９
月
25
日
㊍
ま
で

８
時
30
分
～
16
時 

〈
平
日
）　
　

※
８
月
８
日
か
ら
８
月
17
日
を

　
除
く

生きものたちの詩
Poesy of flora & fauna

しなやかで したたかな
いきざま
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６
月
29
日
、
上
富
田
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
の
屋
内
ス
ポ
ー
ツ

広
場
で
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
大
会
を
、
親
子
教
室
を
兼
ね

て
行
い
ま
し
た
。

　
親
子
参
加
は
４
組
10
名
、
全

員
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
は

初
め
て
で
す
。

　
前
半
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
の
ク
ラ
ブ
に
な
れ
る
た
め
、

八
上
神
社
　
祭
事
「
お
ば
な
ち
」

　（
岡
地
区
）

　
八
上
神
社
の
お
祭
り
（
11
月

23
日
）
で
、「
お
ば
な
ち
」
と

呼
ば
れ
て
い
る
祭
事
が
、
令
和

７
年
６
月
26
日
に
町
の
無
形
民

俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
３
年
本
紙
12
月
号
で
も
紹

介
し
ま
し
た
が
、
こ
の
機
会
に

再
度
「
お
ば
な
ち
」
に
つ
い
て

お
話
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
女
児
が
神
様
に
お

供
え
物
を
運
び
祈
願
す
る
と
い

う
も
の
で
す
。
ま
た
、
運
び
方

も
珍
し
く
頭
に
載
せ
て
運
び
ま

す
。

　
女
児
は
、
頭
に
赤
い
布
を
か

ぶ
せ
、
そ
の
上
に
わ
ら
で
編
ん

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
大
会
を
行
い

ま
し
た
。
子
ど
も
の
部
、
保
護

者
の
部
、
ベ
テ
ラ
ン
の
部
に
分

か
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
腕
試
し
を

行
い
賞
品
を
ゲ
ッ
ト
し
ま
し
た
。

　
後
半
は
、
子
ど
も
も
交
え
て

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

で
す
。
打
ち
方
や
ル
ー
ル
を
、

そ
の
都
度
ベ
テ
ラ
ン
参
加
者
さ

ん
か
ら
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、

全
員
無
事
に
、
１
ゲ
ー
ム
を
回

り
き
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
親
子
参
加
の
方
々
は
、
初
め

て
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
を
、

だ
円
形
の
も
の
を
置
き
、
そ
の

上
に
お
供
え
物
の
入
っ
た
膳ぜ

ん

（
木
の
箱
）
を
載
せ
て
運
び
ま
す
。

お
供
え
物
は
、
①
餅
　
②
塩
　

③
米
　
④
さ
か
き
　
⑤
し
め
縄 

⑥
わ
ら
で
編
ん
だ
輪
で
、
木
箱

の
中
に
並
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
昔
は
、
木
箱
の
周
囲
に
し
め

縄
を
め
ぐ
ら
し
箱
の
底
に
さ
か

き
を
敷
い
て
、
そ
の
上
に
お
供

え
物
を
置
い
て
い
た
よ
う
で
す

が
、
だ
ん
だ
ん
と
簡
素
化
さ
れ

て
き
た
の
で
し
ょ
う
。

　
そ
の
木
箱
を
頭
に
載
せ
る
の

で
す
が
、
頭
と
膳
の
間
に
わ
ら

で
編
ん
だ
輪
を
置
く
の
で
す
。

安
定
も
し
ま
す
し
、
ク
ッ
シ
ョ

ン
替
わ
り
に
も
な
り
ま
す
。
し

め
い
っ
ぱ
い
楽
し
ん
で
お
ら
れ

た
と
思
い
ま
す
。
ベ
テ
ラ
ン
参

加
者
の
方
々
は
、
お
手
伝
い
し

て
く
だ
さ
っ
た
り
、
教
え
て
く

だ
さ
っ
た
り
と
、
ご
自
分
の
プ

レ
ー
に
集
中
で
き
ず
、
不
本
意

な
結
果
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
方

も
お
ら
れ
た
よ
う
で
し
た
。

　
次
回
、
後
期
大
会
は
、
従
来

通
り
の
本
気
の
対
戦
と
な
り
ま

す
。
ベ
テ
ラ
ン
の
方
々
に
は
存

分
に
腕
を
振
る
っ
て
い
た
だ
け

れ
ば
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。

か
し
、
現
在
で
は
女
児
の
頭
に

赤
い
布
と
わ
ら
で
編
ん
だ
輪
は

載
せ
ま
す
が
、
木
箱
を
頭
に
載

せ
て
運
ぶ
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

社
務
所
で
木
箱
を
受
け
取
り
、

同
伴
者
が
木
箱
を
持
っ
て
一
緒

に
拝
殿
の
入
り
口
ま
で
運
び
ま

す
。

‐
お
ば
な
ち
と
は
‐

そ
も
そ
も
「
お
ば
な
ち
」
の
意

味
は
、
は
っ
き
り
わ
か
っ
て
い

ま
せ
ん
。

　
雑
賀
貞
次
郎
著 

樫
山
茂
樹
編

集
の
『
南
紀
民
俗
控
え
帖
』（
昭

和
61
年
）
に
お
ば
な
ち
に
つ
い

て
書
い
て
い
る
こ
と
を
一
部
紹

介
し
ま
す
。

・
お
ば
な
ち
（
意
味
明
ら
か
な

ら
ず
）　
　
　
　
　
　
　

・
容
器
は
木
の
箱
に
て
縦
一
尺

四
寸
　
　
　
　
　
　
　
　

・
注し

め

な

わ

連
縄
を
箱
の
周
囲
に
め
ぐ

ら
す

・
赤
布
　
頭
を
被
う
程
度
の
大

き
さ 

一
尺
（
鯨

く
じ
ら
じ
ゃ
く尺

）
平
方
位

の
大
き
さ

・
輪
　
藁
に
て
作
り
、
外
直
径

六
寸 

内
直
径
五
寸

・
…
お
ば
な
ち
と
言
っ
て
未
婚

の
処
女
に
て
、
ま
だ
月
経
の

な
き
少
女
が
顔
に
お
白し

ろ

い粉
を

…
。

な
ど
で
す
。

『
上
富
田
の
民
具
と
な
り
わ
い
』

（
上
富
田
文
化
財
教
室
シ
リ
ー

ズ
16
）
で
加
藤
幸
治
氏
は
「
女

子
が
神

※
し
ん
せ
ん饌
を
頭
上
に
載
せ
て
神

前
に
供
え
る
た
め
に
使
う
特
殊

な
民
具
で
あ
る
」
と
し
て
、
わ

ら
で
つ
く
っ
た
輪
の
こ
と
を
お

ば
な
ち
と
し
て
い
ま
す
。

　
八
上
神
社
の
総
代
の
方
々
も
、

わ
ら
で
つ
く
っ
た
輪
の
こ
と
を

お
ば
な
ち
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

※
神
饌
　
…
　
神
に
供
え
る
飲

　
　
　
　
　
　
食
物

　-

お
わ
り
に-

　
お
ば
な
ち
の
意
味
に
つ
い
て

は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

昔
な
が
ら
の
文
化
・
伝
統
を
残

し
な
が
ら
お
ば
な
ち
祭
事
は
引

き
継
が
れ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
。

そ
れ
は
、
八
上
王
子
・
八
上
神

社
の
歴
史
と
無
関
係
で
は
な
い

と
思
い
ま
す
。

　
少
子
高
齢
化
の
時
代
で
氏
子

も
減
り
、
祭
り
の
伝
承
も
難
し

い
現
在
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
か
ら
も
残
し
て
い
っ
て
も
ら

い
た
い
珍
し
い
祭
事
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。

私
た
ち
の
歴
史
・
文
化
・
民
俗
　
⑬

前
期
グ
ラ
ウ
ン
ド･

ゴ
ル
フ
大
会
・
親
子
教
室

朝
来
公
民
館

お供え物　（令和６年）
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未
経
験
の
方
で
も
大
歓
迎
！

体
験
型
教
育
旅
行
を
と
お
し
て
、

一
緒
に
地
域
の
魅
力
を
伝
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

　「
民
家
ス
テ
イ
（
民
泊
）」
と
は
、

修
学
旅
行
生
（
主
に
、
中
・
高
生
）

を
対
象
に
、
地
域
の
方
々
と
の

共
同
体
験
を
と
お
し
て
、
世
代

を
超
え
た
人
と
人
と
の
心
の
ふ

れ
あ
い
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

受
入
人
数
は
１
家
庭
あ
た
り
３

～
４
人
、
１
泊
ま
た
は
２
泊
の

宿
泊
型
に
な
り
ま
す
。

　
く
わ
し
い
内
容
は
左
記
ま
で

お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問 

（
一
社
）
南
紀
州
交
流
公
社

☎ 

５
３
‐
０
０
５
５

　
収
集
車
の
荷
室
内
で
資
源
ご

み
を
圧
縮
し
た
際
に
、
カ
セ
ッ

ト
ボ
ン
ベ
等
に
残
っ
て
い
た
ガ

ス
に
引
火
し
た
と
思
わ
れ
る
事

案
が
例
年
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
火
災
事
故
は
、

車
両
だ
け
で
な
く
、
処
理
施
設
、

収
集
を
行
う
作
業
員
や
地
域
住

民
な
ど
に
被
害
を
及
ぼ
す
恐
れ

が
あ
る
ほ
か
、
人
命
に
か
か
わ

る
重
大
な
事
故
に
発
展
し
ま
す
。

　
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
や
ス
プ

レ
ー
缶
を
ご
み
で
出
す
方
法
に

つ
い
て
は
、
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー

10
ペ
ー
ジ
も
し
く
は
、
上
富
田

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

問 

住
民
課
　
住
民
・
環
境
班

（
②
番
窓
口
）

☎ 

３
４
‐
２
３
７
２

　
和
歌
山
大
学
南
紀
熊
野
サ
テ

ラ
イ
ト
で
は
、
２
０
２
５
年
後

期
の
大
学
院
科
目
履
修
生
と
学

部
開
放
授
業
受
講
生
を
募
集
し

ま
す
。

時 

10
月
～
翌
年
２
月
の
土
曜
日

　
に
順
次
開
催
。

対 

大
学
院
科
目

　
大
学
を
卒
業
し
た
者
・
同
等

　
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め

　
る
者

　
学
部
開
放
授
業

　
18
才
以
上
の
者

授
業
科
目
・
定
員 

　
大
学
院
科
目

　（
各
科
目
定
員
10
名
程
度
）

　「
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
論
」

　「
簿
記
原
理
」

　
学
部
開
放
授
業

　（
各
科
目
定
員
30
人
程
度
）

　「
南
紀
熊
野
の
防
災
実
践
論
」

　「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
リ
テ
ラ
シ
ー
と

　 

デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
フ
」

　「
中
山
間
地
域
づ
く
り
論
」

〆 

学
部
開
放
授
業

　 

８
月
20
日
㊌
～
９
月
10
日
㊌

　 

大
学
院
科
目

　 

８
月
19
日
㊋
～
８
月
25
日
㊊

問 

和
歌
山
大
学

南
紀
熊
野
サ
テ
ラ
イ
ト

☎
２
３
‐
３
９
７
７

募
集
期
間 

８
月
21
日
㊍
～
９
月
８
日
㊊

申 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

一
時
試
験
日 

10
月
25
日
㊏
・
10
月
26
日
㊐

試
験
会
場 

和
歌
山
市
等

試
験
資
格 

①
令
和
７
年
４
月
１
日
に
お
い

て
高
等
学
校
ま
た
は
中
等
教

育
学
校
を
卒
業
し
た
日
の
翌

日
か
ら
起
算
し
て
２
年
を
経

過
し
て
い
な
い
者
お
よ
び
令

和
８
年
３
月
ま
で
に
高
等
学

校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を

卒
業
す
る
見
込
み
の
者

②
高
等
専
門
学
校
の
第
３
学
年

　
の
課
程
を
修
了
し
た
者
で
あ

　
っ
て
、
令
和
７
年
４
月
１
日

に
お
い
て
当
該
課
程
を
修
了

し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し

て
２
年
を
経
過
し
て
い
な
い

者
等
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る

者
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と

認
め
る
者

問 

田
辺
海
上
保
安
部
管
理
課

☎
２
２
‐
２
０
０
２

　
す
べ
て
の
町
民
の
皆
さ
ま
に

と
っ
て
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、
住
民
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
ま
す
。
お
手
元
に

届
い
た
際
に
は
、
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

①
『
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
』　

対 

18
歳
以
上
の
男
女
２
０
０
０

名
（
無
作
為
抽
出
）

期 

８
月
中
旬
～
９
月
上
旬

②
『
こ
ど
も
・
若
者
の
生
活
や

意
識
に
関
す
る
調
査
』

対 

19
～
34
歳
の
全
住
民

期 

８
月
下
旬
～
９
月
中
旬

③
『
地
域
福
祉
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
』　

対 

18
歳
以
上
の
男
女
１
０
０
０

名
（
無
作
為
抽
出
）

期 

８
月
下
旬
～
９
月
下
旬

④
『
第
５
次
上
富
田
町
総
合
計

画
（
後
期
）
策
定
に
関
す
る
住

民
ア
ン
ケ
ー
ト
』

対 

18
歳
以
上
の
男
女
２
０
０
０

名
（
無
作
為
抽
出
）

期 

８
月
上
旬
～
９
月
上
旬

問 

①
②
③

：
福
祉
課
（
④
・
⑤

番
窓
口
）   

☎
３
４
‐
２
３
７
３

④

：
振
興
課
（
⑧
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
０

民
家
ス
テ
イ
（
民
泊
）家
庭

―　

大
募
集　

― 　

「
心
と
心
の
ふ
れ
あ
い
、
学
び
合
い
」

今
、
求
め
ら
れ
て
い
ま
す

海
上
保
安
大
学
校
学
生

採
用
試
験

‐
ご
案
内
‐

和
歌
山
大
学

　
南
紀
熊
野
サ
テ
ラ
イ
ト

　
　
‐
後
期
受
講
生
募
集
‐

 

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
や

　
ス
プ
レ
ー
缶
の
出
し
方

‐
注
意
！
‐

町
の
未
来
づ
く
り
に
皆
さ
ま
の

声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
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お
誕
生

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
職
業
に
つ
い
て
相
談
し
た
い

方
、
雇
用
保
険
受
給
中
の
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日 

８
月
21
日
㊍

　
13
時
30
分
～
15
時
30
分 

　

場 

大
谷
総
合
セ
ン
タ
ー

相
談
室

問 

西
牟
婁
振
興
局

　
　
　
　
　 

地
域
づ
く
り
課

☎ 

２
６
‐
７
９
１
０

　「
生
活
の
こ
と
」「
仕
事
の
こ

と
」
に
つ
い
て
、
お
悩
み
の
方
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日 

８
月
19
日
㊋

　
13
時
30
分
～
15
時
30
分
　

場 

大
谷
総
合
セ
ン
タ
ー

相
談
室

問 

西
牟
婁
振
興
局

　
　
　
　 

総
務
福
祉
課

☎ 

２
６
‐
７
９
３
１

９
月
９
日
は
救
急
の
日

　
救
急
の
日
を
含
む
一
週
間
は
、

救
急
医
療
週
間
と
定
め
ら
れ
て

お
り
、
今
年
は
９
月
７
日
㊐
か

ら
９
月
13
日
㊏
ま
で
と
な
り
ま

す
。
期
間
中
、
次
の
と
お
り
上

級
救
命
講
習
を
開
催
い
た
し
ま

す
の
で
、
受
講
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

★
上
級
救
命
講
習
と
は

　
普
通
救
命
講
習
（
成
人
を
対

象
と
し
た
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
取
り
扱
い
を
中
心
と
し
た

３
時
間
の
講
習
）
に
加
え
、小
児
・

乳
幼
児
に
対
す
る
心
肺
蘇
生
、

止
血
法
、
骨
折
固
定
法
、
傷
病

者
搬
送
法
な
ど
を
学
ん
で
い
た

だ
く
も
の
で
す
。

　
長
時
間
の
講
習
と
な
り
ま
す

が
、
救
命
・
応
急
手
当
に
関
す

る
幅
広
い
知
識
と
技
術
を
身
に

付
け
て
い
た
だ
け
ま
す
。

時 

９
月
７
日
㊐

　
　
　
　
９
時
～
17
時

（
昼
休
憩
１
時
間
）

場 

田
辺
市
消
防
本
部 

３
階
講
堂

田
辺
市
新
庄
町
46
番
地
の
119

対 

中
学
生
以
上
の
方

定 

25
名
（
先
着
順
）

費 

無
料

持 

筆
記
用
具
、
動
き
や
す
い
服

装申 

左
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み

取
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
読
み
取
れ
な
い
方
は
電
話
に

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切

　
８
月
31
日
㊐

そ
の
他 

講
習
修
了
者
に
は
、

修
了
証
を
交
付
し
ま
す
の
で
、

申
込
時
に
受
講
者
の
住
所
、
氏

名
、
生
年
月
日
、
性
別
、
連
絡

先
等
を
担
当
者
に
お
伝
え
く
だ

さ
い
。
個
人
情
報
の
取
り
扱
い

に
は
十
分
配
慮
し
ま
す
。

※
気
象
警
報
発
表
時
お
よ
び
災

害
の
発
生
に
よ
り
中
止
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

問 

田
辺
消
防
署
扇
ヶ
浜
分
署

☎
２
６
‐
０
１
１
９

お
く
や
み

申
し
上
げ
ま
す

ご
結
婚

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

岡
生

馬

村
　
美
江

木
村
　
泰
子

99
歳

89
歳

（
和
規
・
あ
み
）

（
洋
揮
・
晴
美
）

（
康
平
・
真
弓
）

（
涼
平
・
枝
帆
）

（
貴
宏
・
果
奈
）

（
勇
樹
・
沙
衣
）

岡
朝

来

岩

田

上
富
田
町

岩

田
岡

那な

す須
さ
く
ら

山や
ま
ざ
き崎

　
一ひ

と
は華 

冨と
み
つ
か

　
湊あ

つ
き暉

植う
え
も
と本

　
彩い

ろ
は晴

杉す
ぎ
の野

　
智と

も
き紀

門か
ど
わ
き脇

　
瀬せ

な七

上
富
田
町
届
出
（
6
月
分
）

上
級
救
命
講
習
会

‐
ご
案
内
‐

田
辺
消
防
署

上
富
田
分
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

◆
税
目
　
　

　
国
民
健
康
保
険
税
（
第
２
期
）

　
町
県
民
税
　
　
　（
第
２
期
）

◆
納
期
限
　

　
９
月
１
日
㊊

※
納
期
が
過
ぎ
て
も
納
付
が
確

認
で
き
な
か
っ
た
時
は
、
延

滞
金
が
か
か
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
納
税
は
お
早
め
に
。

問 

税
務
課
　
収
納
班

　
　
　
　
　
　
　（
⑥
番
窓
口
）

☎ 

３
４
‐
２
３
７
１

今
月
の
納
税

蓑
田
　
悠
義

丸
山
　
美
波

岩

田

田
辺
市

｛

山
田
　
竜
也

愛
須
　
百
花

串
本
町

上
富
田
町

｛

𠮷
田
　
大
貴

大
垣
内
香
奈

朝

来

朝

来

｛

　
す
べ
て
の
町
民
の
皆
さ
ま
に

と
っ
て
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、
住
民
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
ま
す
。
お
手
元
に

届
い
た
際
に
は
、
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

①
『
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
』　

対 

18
歳
以
上
の
男
女
２
０
０
０

名
（
無
作
為
抽
出
）

期 

８
月
中
旬
～
９
月
上
旬

②
『
こ
ど
も
・
若
者
の
生
活
や

意
識
に
関
す
る
調
査
』

対 

19
～
34
歳
の
全
住
民

期 

８
月
下
旬
～
９
月
中
旬

③
『
地
域
福
祉
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
』　

対 

18
歳
以
上
の
男
女
１
０
０
０

名
（
無
作
為
抽
出
）

期 

８
月
下
旬
～
９
月
下
旬

④
『
第
５
次
上
富
田
町
総
合
計

画
（
後
期
）
策
定
に
関
す
る
住

民
ア
ン
ケ
ー
ト
』

対 

18
歳
以
上
の
男
女
２
０
０
０

名
（
無
作
為
抽
出
）

期 

８
月
上
旬
～
９
月
上
旬

問 

①
②
③

：

福
祉
課
（
④
・
⑤

番
窓
口
）   

☎
３
４
‐
２
３
７
３

④

：

振
興
課
（
⑧
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
０

巡
回
職
業
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

生
活
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

前月比

総 数 15,633 人 +4

男 性 7,483 人 +5

女 性 8,150 人 −1

世帯数 7,610 世帯 +6

上富田町の人口と世帯数
令和7年 6月末現在
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報
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み
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だ
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第30回 富田川友遊フェスティバル富田川友遊フェスティバル

問

場

内

問

８月３０日㊏　午前８時から
　　　　（雨天の場合は中止。）

彦五郎公園前

道路清掃

建設課管理班（⑭番窓口）☎３４‐２３７４

８月は「道路ふれあい月間」です！
また、８月１０日は「道の日」です！

紀州路クリーン大作戦’25 ｉｎ上富田  ～美しい街は道路から～紀州路クリーン大作戦’25 ｉｎ上富田  ～美しい街は道路から～紀州路クリーン大作戦’25 ｉｎ上富田  ～美しい街は道路から～

花火大会への寄付・募金募集

【主催】富田川友遊フェスティバル実行委員会　　　　　　実行委員会事務局　☎34-2370

　今年度も、富田川友遊フェスティバ
ルのクライマックスを飾る花火大会の
寄付と募金を募集しております。ご協
力よろしくお願いいたします。

〇お知らせとお願い

　今年度は、市ノ瀬地区および岩田地
区において、生馬地区とほぼ同時刻に
小規模の花火の打ち上げを行います。
　市ノ瀬地区および岩田地区に駐車場
等は設けませんので、ご自宅等からの
ご観覧をお願いします。（富田川の増
水等で中止となる場合があります。）
　また、大変危険ですので、周辺への
路上駐車や河川敷への立ち入りはご遠
慮ください。

彦五郎公園(上富田町生馬)

２０時からは上富田町の夜空一面に輝く花火の打ち上げ！！

令和６年８月30日㊏　午後3時30分から
雨天の場合は９月6日㊏に延期
８月30日㊏　16時から
雨天の場合は９月6日㊏に延期

彦五郎公園(上富田町生馬) ほか

16時から各種アトラクション開催！！16時から各種アトラクション開催！！
２０時からは上富田町の夜空一面に輝く花火の打ち上げ！！

時

場

50
台

P⑤

熊野高校

上富田
中学校

上富田
文化会館上富田町役場

紀陽
銀行様

田辺消防署
上富田分署上富田

浄化センター

上富田
福祉センター

至 鮎川

至 岩田至 R42

至 R42

午後3時から
午後9時20分まで
午後3時から
午後9時20分まで

午後7時50分から午後8時40分まで午後7時50分から午後8時40分まで

車両通行止
通行止

イベント会場

50台120台

100
台

250台

橋
馬
生

富田川

花火
打ち上げ場所
花火
打ち上げ場所

至 岩田橋

１0０台P①  上富田町役場
１２０台P②  上富田町役場前
５０台P③  上富田福祉センター裏
２５０台P④  上富田中学校
５０台P⑤  上富田中学校プール跡地
５０台P⑥  林業試験場

徒歩
徒歩

駐車場のご案内

P①

P② P③

P④
横断場所

横断場所

横断禁止

50台
P⑥

問

※P④上富田中学校は、雨天またはグラウンド状態が不良の場合、使用できない場合があります。

駐車場に限りがありますので、乗り合わせのご協力をお願いします。


